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男
の
非
々
政
調

本
町
滑
防
劇
で
は
鴫
柳
二
十
五

年
滑
防
初
式
を
八
廿
や
前
九
時

か
ら
切
未
小
事
餃
々
庭
で
麻
係

官
外
多
扱
雅
賓
臨
席
の
も
と
に

都
府
し
．
洗
、
昔
日
吟
晴
天
に
め

ぐ
ま
れ
新
鵬
ｌ
の
囲
服
も
鳩
し
く

位
留
部
長
の
指
揮
に
よ
り
散
開

分
列
行
乳
の
後
、
感
謝
状
並
に

表
聯
枕
の
・
授
輿
を
石
ひ
爽
貧
の
．

闘
辞
町
畏
（
滑
随
員
）
の
．
桝
赤
む

授
け
と
れ
に
封
す
る
嘲
長
の
容

辞
及
㈱
長
の
部
員
に
瀕
す
る
訓

示
あ
り
放
い
て
宙
的
地
目
触
感

に
乾
い
て
十
四
ケ
分
紺
や
ボ
ン

・
メ
晶
ぺ
ゼ
男
批
な
革
永
拭
瞼

偶
感
陣
拙
漉
・
バ
沸
砂
状

け
東
嶺
は
左
の
如
く
で
あ
る
・

∴
「
．
敷
知
叫
の
感
謝
胱
私
受

け
た
も
の
Ｈ
一
1
4
4

藤
一
ｌ
遷
御
腫
年
▼
値
∴
泡
・
㌧
力

・
．
、
第
ｌ十
粉
瀾
懐
∴
商
由
患
料

‖
埠
敵
船
辛

．
柵
防
思
瑚
班
絃
各
号
粧
製
腫

鼓
ナ
る
・
・

昭
和
一
一
十
五
年
一
月
八
日
・

調
川
称
知
秘
　
抄
塔
勝
′
．

．
′
〓
ハ
町
長
の
感
扮
敗
を
費
‥

長
者
・
：
下
．
′

．
感
謝
料
「

てかの
㈲町感
甘氏紺
に
及
ぼ
す
聯
卿
大
場
も
一

こ
慎
二
こ
「
．

鱗
小
甘
鵡
賠
Ａ
〓
織
と
鱒
ず
欄

蠍
の
責
苦
等
千
吉
「

‥
噂
郡
こ
十
五
年
】
カ
八
個
・

ｌ
、
水
巻
町
嬰
．
大
Å
五
十
三

∴
畢
卸
廉
㍉

ｌ
′
霹
山
高
簑
鱒
・
．
．
宮
幸
・

・
・
油
　
田
∴
　
鳴

禽
は
昨
伸
事
由
旺
菊
町
久
緯
線

氏
方
に
於
い
て
失
火
し
戦
塵
に
′

延
焼
譜
に
大
群
に
男
ら
ん
と
せ

し
椴
附
近
む
濁
行
中
の
氏
が
之

を
努
見
場
女
す
の
み
に
て
困
惑

せ
る
噂
敬
鮨
挺
身
的
火
に
懇
あ

不
幸
芋
ヶ
月
の
大
火
傷
を
亀
び

た
る
も
と
れ
に
倒
せ
ず
寛
ぐ
愉

防
頼
脚
を
塔
細
碗
火
紅
毛
ら
し

八
′
－
・
吋
　
二
∴
　
了
も
－
鳩
、
ｔ
、
け
・
曾

意
箪
率
す
∵
「
…
∴

疇
柳
二
十
五
年
ｌ
月
八
円
ｌ

予

示

禁

裏

二

電

車

‡

㍉
菩
ハ
」
滑
防
菌
長
の
表
彰
級
と

受
け
た
ｒ
の
・
汁
、
㌫
∵

相、∴奉加
僻慮蔽光

度
永
吼
太
郎

蹄

井

部

馬

川
口
二
畢
助

花
壇
虫
酸

非
地
政
枝

穣
臍
粘
兵

船
濁
貞
次
郎

鬼
．
玉
ｌ
・
一
何

中
西
厚
甘

辛
州
　
立

，
木
材
鈍
磨

、
疎
通
　
㌧
久

趣非蕗
林

、繋

右

は

本
邦「

廊
陳
癖

岬
穂
綿

頭
元
血

非

子

守

方

椚
砂
咽
放
と
し

倣
っ
て
軍
に
金
山

れ
密
墳
形
す
る
ー

・・封′

．・．を

‘贈

・り

；之

∴
昭
和
耳
サ
塩
年
月
灯
り

娘
輸
町
的
防
蜘
長
銀
曽
廃
之
助

′
油
防
初
環
を
鵜
臣
的
臥
吼
良

仕
付
鰭
之
助
氏
は
町
曲
に
密
錦

肺
に
対
し
非
常
に
蝕
絆
し
衆
の

荊
ｕ
ｙ
肘
ウ
た

ノ
筒
同
区
於
て
多
申
念
根
も
て

．
腿
針
ま
し
た
閥
取
陶
製
隼
づ

議
譜
錮
鮎
駅
舶
岬
裾
譜
最
㌶
即
敲

窃
難
関
掛
相
野

⑬
致
他
誌
囲
欝
耀
付
由
綺
春

は
役
幼
敢
甘
係
峠
あ
虻
ま
す

壷
録
料
甘
辛
工

仁
一
食
事
し
て
紺
衆
多
均
の
折
町

及
び
龍
架
確
壌
術
の
桐
防
に

ト
′
対
す
る
酷
い
伸
也
附
に
Ｊ
牒

多
餌
の
東
国
を
頂
睾
立
派
な

阿
瓜
を
閻
豹
し
て
庶
ひ
耳
鼻

．
1
脚
線
イ
感
附
し
．
て
唐
牒
甘

．
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一

一

●

・
今
陵
賎
4
酪
防
紳
脚
を
培
い

吋
埋
骨
鮫
や
蜘
餌
線
ｋ
虚
妄

も
僚
悟
で
ゼ
ざ
あ
ま
す
　
㌧

今
後
垂
線
株
の
感
大
な
る
御

竣
功
と
御
指
呼
御
鞭
鴨
が
職

、
ひ
庶
い
。
（
宵
鍔
は
机
初
式
）

Ｉ．▼°叫．．．′．4．．．′′ヽ

儲「虻「．
’．ｉ．．．＝・ｌ．．．．1▼．〆・・ヽ

・ｌ

一　　ニ

年
昭
和
〓
十
個
串
儀
終
町
偽
筆
悠

本
町
愉
命
に
於
い
て
は
十
〓
月

二
十
七
日
本
食
鴨
お
開
き
町
長

提
案
の
「
喀
塔
一
読
昭
和
土
十

三
年
放
水
也
町
蝕
重
放
出
決
節

認
定
牢
つ
い
て
」
を
上
線
能
鰻

重
計
混
坤
一
花
膜
員
よ
書
館

義
和
骨
啓
0
耽
明
を
受
け
寄
ｑ

掛
蹄
鎖
せ
省
略
慮
ち
．
に
撫
決
に

入
ｌ
牒
仝
倒
一
頭
で
嵩
を
餌
定

ぷ
命
場
を
態
Ｔ
Ｌ
帰
十
一
国
朝

確
付
を
閥
芯
華
三
言
ｌ
・
「
．

完

雷

品

膏

半

可
利
の
一
十
両
坤
ヤ
ー
一
汁
コ
隼
セ

譜
点
樗
・
？
い
て
は
是
正
叉
は
湾

鷹
を
聾
す
る
。

成
人
虻
？
と
ち
言

｛
ｌ
、
稔
外
政
入
簿
の
塵
糧
は
佃

．
充
分
の
掛
取
を
脾
ず
る
を
聾

ト
す
る
。
．

こ
、
一
決
線
香
輝
品
外
収
入
は

レ
庚
▼
再
開
発
柿
を
記
載
酔
止
す

㌔
獅
椚
駅
酎
酢
款
に
、
づ

千
い
て
は
決
節
蒋
呵
附
記
に
こ

り
れ
が
環
碑
餌
の
記
鵜
を
襲
寸

・
γ
・
。
倍
率
鍍
求
に
於
け
る
財

布
お
肌
の
盤
坤
は
鐘
か
不
発

ざ
れ
↑
Ⅲ
納
並
必
鹿
の
濾
僻
に

は
典
嬰
晶
車
盈
嵐
ご
雷
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才
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Ｈ
Ｌ
．
分
セ
あ
あ
冊
一
㌧
待
1
．
日
㌢
㌫
結

登
．
礫
林
ｌ
金
の
原
人
や
？
い
て
ｌ

∴
鵠
潤
悪
に
努
め
息

．
．

五
、
軋
騎
保
礫
費
は
塞
骨
橡
斗

の
ヒ
ｌ
橡
解
組
成
に
営
ら
れ
た

い
い
鶴
首
縫
紋
政
戦
錐
の
剰
余

‥
バ
む
曲
じ
あ
牒
。
．
言
イ
章
・
去

露
だ
普
㌣
肯
十
牛
㌣
㌻
1

㌢
Ｌ
料
に
調
品
節
入
把
組
心

∵
各
部
卿
に
発
注
受
納
争
鈍
さ

‥
れ
て
．
い
る
が
拇
癖
は
殺
車
の

粗
収
入
妃
．
？
い
て
経
年
虻

囁
紡
告
膣
の
壁
霊
蕊

．

－

　

ｈ

、

．

一

　

　

　

・

巾
同
町
兄
滑
恰
謝
す
る
敬

・
甘
費
獲
縛
席
ヂ
隼
忙
徹
劇
湾

曲
廿
骨
腰
飾
津
空
等
譜
．

成
田
忙
才
等
予
言

て
慮
雅
捕
縛
が
瑠
七
で
瑚
鴎

‥
ｒ
七
凰
Ｐ
咋
匪
汁
一
輪
受
損
し
．

あ
る
ｔ
ｌも
の
並
矯
擾
冊
が
Ⅲ
約

．
問
餓
坤
結
成
海
有
料
．
あ
む
は

不
・
璃
坪
で
あ
る
。
㍉
．
丁
∵
、
．
．

】
一
ヽ
．
衛
耕
町
中
潮
位
啓
の
噺
任

㍉
給
が
倣
ヶ
月
緑
過
し
．
川
絢
爛

・
鎖
欄
は
盤
増
さ
れ
あ
．
る
は
不

！
趨
常
で
．
あ
る
。
！
，

三
へ
　
】
収
に
躇
支
出
金
憑
柁
書

・
顔
の
盤
鴎
が
鴻
延
の
趨
向
が

見
受
け
ら
れ
も
現
金
蜜
如
上

阿
時
に
盤
増
す
、
る
を
聾
す
る

四
へ
高
吟
邸
校
費
中
療
晶
燈
ｉ

一
サ
燃
料
費
に
二
五
、
九
ｌ
セ

画
が
撮
用
き
れ
あ
も
は
報
償

槍
既
が
不
用
意
で
あ
る
．
。
叉

斬
る
も
め
は
笛
釣
更
鹿
鞭
節

ナ
べ
き
を
濁
音
と
考
へ
各
。

玉
、
∴
般
忙
物
品
騰
入
忙
旅
し

々
の
潮
間
書
頻
に
龍
用
免
一
（

特
に
教
育
療
）
如
戟
な
竜
も

「
の
州
営
あ
誰
ツ
、
趣
意
を
聾
す

∴
も
り
仲
春
係
の
支
捌
金
（
立

替
塊
）
購
求
は
努
め
て
と
れ

‥
を
避
け
直
接
的
入
着
咋
よ
掛

・
辞
求
償
枚
ｌ
せ
し
む
べ
き
で
る

ご
る
？
！
1
－
イ
㌧
∵
∵
Ｊ
∵
し

六
、
机
－
下
こ
小
串
校
の
僻
地

∴
村
は
燐
釆
料
と
し
．
て
甚
だ
士

く
少
餌
で
あ
季
卿
兆
考
慮
象

．
饗
す
る
。
▼
　
　
　
　
・
ヰ

＿亘．Ｃ三三超
せた．丸和
との六：ニ：

よ
こ
こ
1
削
七
〇
も
故

町
甘
故
上
寅
に
宿
ｌ
ぷ

で
蜃
馬
．
と
れ
は
栂

射癖画
数村人大鳥事十姦
輸韓人赤Ａ應拡

：軸．繊縄琳八織
り縛　廿が「馬欄ｒ
三脾、東岸印麟所．

公
．
民
舘
猥
螢
審
織
禽

本
好
餌
山
国
公
良
知
喋
抒
韓
縫

合
は
丸
首
牛
銀
－
時
よ
虻
昭
諷

按
に
於
て
開
催
、
成
郎
無
拇
つ

い
て
協
錦
し
た
∵

永
沼
委
員
は
仲
に
父
兄
に
対
し

艮
姦
件
で
耽
ウ
で
中
も
わ
け

で
あ
る
が
各
家
庭
で
も
織
旗

位
建
て
1
赤
館
を
た
い
だ
舵

ら
て
や
り
で
嘘
し
い

合
分
の
子
供
が
成
人
と
粗
乳

歯
卑
隈
が
輿
え
ら
れ
、
一
人

腑
の
雛
食
入
と
し
て
絃
め
ら

れ
各
の
だ
か
ら
こ
れ
租
日
出

虎
や
こ
と
は
塞
い
わ
け
だ

希
意
も
述
べ
七
ゐ
矛
．
、
：

▼

　

費

用
．
金

附
金
・

入
会

鱒
金

．
瀬
井
領

入

　

‥

一
ト
臣

決
算
額

費
〓
．
空
音
胃
8
－
莞
邑
ｌ
喜
瑞
畠

．粟

斉唱
痴彿疲

・．年率
費的費

ｒ
粂
莞
会
嶺
二
莞
忌
扇
苛
皇

ｔ

　

　

．

．

．

′

　

Ｊ

．

1

外
炊
入
灘
匪
腋
町
邑
負
乳
腹
掛

箭
似
謳
彊
鐸
酬
醐
轡

細
器
轟
嵩
川
窪
…

受
用
に
齢
七
の
節
減
が
車
与
れ

た
声
と
は
飽
田
す
す
ヽ
Ｏ
と
思

考
す
る
沖
言
・

鮪
し
な
が
ら
撒
布
吋
終
て
は
蝕

財
政
の
能
会
也
把
努
力
せ
ら
る
・

▲
虻
勿
勘
な
も
も
町
島
負
租
に
．

ぬ
け
る
部
断
の
畦
戯
戒
は
公
共

震
撼
蘭
に
」
よ
す
漉
切
な
る
㍉

絶
無
と
鮪
ぜ
ら
も
ぺ
章
で
掛
る

昭
和
二
十
四
年
　
！

十
十
こ
月
こ
ザ
セ
曙
∵

∵
虎
査
委
員
∴
布
二
埠
∵
書

．
．
Ｌ
！
会
．

Ｌ
ｒ
Ｌ
ト
蛭
川
ヒ
堰
ｌ

∵
閃
胤
且
半

・
∵
町
　
長
　
大
泉
五
十
三
・

氏
壌
磯
虔
稔
間
趨
陳
情
の
盆
軌

苑
錦
上
窟
十
五
村
境
貯
任
ｌ
瀧

率

∴

　

二

∵

豆

言
魯
鶴
均
繍
員
．
貞
島
導
碍
∴

相
識
媚
謂
譜
州
鉱

月
鯖
高
松
ま
御
舟
永
－
イ
サ
凍

サ
ト
を
醜
蕨
し
た
・
　
・
一
・
・

訂
Ｌ
半
創
刊
紋
四
両
瀧
載
農
地

・
感
個
沖
娘
陣
肺
男
氏
ば
＃
井
腹

氏
の
決
に
ｌ
盲
訂
正

一
．
瑠
密
瞥
欄
委
員
申
疎
林
伊
佐

兜
埠
の
・
名
が
間
違
う
て
‥
い
た
串

で
訂
正
ト
ト

一

．

－

1

1

一

7

1

．

－

′

1

．

．

．

1

1

．

1

．

．

′

．

1

▼

．

す

．

1

．

′

4

号

Ⅰ

・

蒜
壷
彗
冒
亘
．
〇
宅
．
合
彗
叉

耳
督
ヤ
8
．
∵
雫
室
†
只

‥

苦

．

8

・

．
翌
．
天
？
冒
、

七
ｄ
】
坤
完
聖
呂

等
葺
盲
三
単

票
音
密
雲
苧

」
呈
凄
慧
吾

｛
考
ｌ
窄
眉
．

苧
票
黄
白

（
？
呈
．
呂

力
八
草
発
坤
ニ
ー

空
音
坤
由
㌢
八
九

三
壷
葺
辱
空

∵
幸
塵
軍
畠

．
全
車
完
．
葺

∴
完
空
琴
登

浮
王
軍
票
雲
苧
葛
．
義
等
踵
琴
丘

餞
㍉
　
≠
〕

科
．
糟
．
蠍
告
「
∵
健
在

㌢
曾
鱗
費
∴
嘉
．
首
領
予
も
ぢ
至
重

酉
、
土
木
費

彗
叡
尊
．
費

六
・
虻
ｍ
蝉
、

雲等膏．官漂首鼠吏

ヨ考究含○望

ｌ八莞雇畠

言草首卓二喜貧富

公1癖璃鏡劇銀地触産衛床

僻事査！虚無．済∴塵’・

貴賓費職掌費方錐埠費健
ヽ

買
．
宍
0
畠
．
．
∵
星
富
家
畠

．
．

・
宍
九
・
六
等
〇
〇
二
貴
音
義

ふ

．

8

年

8

で

　

き

等

旨

電
＝
窟
・
九
九
青
天
ふ
．
コ
巧
宍
ヤ
∧
－

云
畠
叶
恥
∵
．
露
等
ニ
ー

】
登
壷
耳
宮

吾
．
会
亨
呂

単
三
0
9
等

ム
モ
〇
九
－
冨
霹

穴
去
声
．
若

・
竺
人
志
．
遠

－
喜
．
音
ｄ
Ｏ

間．一丁…・－・－…・一一…・一一ｌ…－・■．…．
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り
ト
ノ
．
凍
上
十
サ
ー
1

．

．

ｔ

ｌ
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Ｐ
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【
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1　　　　　　　　′

戦
時
中
の
胤
掘
把
上
る
蹟
富
に
畦
や
支
篭
れ
つ
ぐ
し

た
筑
豊
炭
田
の
三
部
甘
粕
四
十
ケ
町
村
は
こ
ｌ
ほ
ど

特
別
碗
督
騰
時
措
電
培
案
の
均
す
池
過
壷
め
ざ
し
て

塩
建
勧
を
農
棚
、
載
鍵
、
直
方
、
田
川
及
水
塊
瑠
・

鞍
手
、
真
鶴
、
腋
川
の
銑
豊
三
市
囲
郡
磯
轡
封
鍍
建

立
密
約
成
一
凰
望
月
第
ｔ
国
劇
亀
倉
を
開
き
規
約
を

畿
決
の
塩
練
轡
彼
鶴
謝
餞
に
り
い
て
協
鴨
し
麿
の
如

き
申
合
せ
も
し
た
」
水
飴
町
長
大
員
五
十
三
氏
紘
七

の
輸
漁
を
隼
か
る
委
員
虻
あ
．
断
ら
れ
、
と
の
法
案
の

肉
食
油
島
の
腺
否
は
櫨
接
骨
政
に
影
響
す
る
と
大
給

韓
と
つ
づ
け
て
い
る

・

1

－

　

・

－

．

1

．

　

　

　

　

　

．

1

▼

：
、
．
．
．
1
．
、
．
－
．
い
1
．
1
・
。
′
こ
、
、
．
、
1
．
↓
リ
．
り
ー
り
ー
．
日
．
、
．
Ｈ
、
「
．
1
1
．
」
「
〓
ほ
。
ヽ
ｈ
．
▼

．

】

　

－

　

1

一

－

一

八
月
パ
パ
も
ｔ
ｈ
Ｔ
．
．

ヽ

水一

ヽ　　　　　ｒＬ・．

－1、　　．．

号一、　　’－‘－”

眞
監
濁
皇
憲
、
鰭
鯖
ｄ
及

ぶ
併
正
規
す
る
ｋ
温
び
′
な
幸
．
も

の
が
あ
る
。
∵

ヰ
托
し
て
根
本
的
拡
久
封
蝕
を

審
鶴
撤
立
し
な
か
、
り
た
な
ら
虹

、
漁
に
餞
等
は
薗
鎗
成
立
の
基

盤
を
失
え
ノ
の
み
か
栂
よ
ね
治
虫

あ
の
慮
速
に
立
郵
あ
せ
る
る
ｌ
ノ

。
・
も
．
つ
と
ヽ
拇
鯛
錬
書
復
義
忙

り
い
て
は
故
舟
に
於
い
七
皐
揮

車
合
嫁
・
。

鏡
貴
地
方
は
ぬ
け
る
鏡
鱒
械
青

は
．
耽
虹
柏
昔
の
鱒
地
棟
に
及
び

農
耕
地
の
水
槙
に
．
よ
．
る
農
鱒
鐘

塵
カ
の
接
地
、
喪
失
」
宅
地
家

慶
の
傾
斜
倒
嬢
に
ょ
る
血
清
の

料
戒
、
∵
其
の
他
土
未
、
焚
鴻
施

鰹
の
党
癖
、
危
険
1
保
健
衛
盆

．
の
不
備
、
欠
陥
等
亀
蹄
の
金
奴

的
不
安
髭
を
細
水
し
て
い
る
が

東
把
鹿
の
傾
向
は
年
々
財
着
と

な
旦
就
中
戦
時
中
り
組
側
裸
炎

に
．
ガ
か
特
別
銀
替
拇
畜
ウ
・
て
は

の
必
襲
放
電
時
絡
」
之
が
立
法

掃
教
も
選
め
ら
れ
つ
り
あ
も
の

で
、
・
或
る
楓
鹿
の
融
和
は
且
盲

で
ふ
む
う
が
之
に
よ
り
て
会
館

血
徹
腕
的
解
決
を
求
め
る
こ
と

捻
出
卒
年
㌔
∵
言

容
噂
供
養
ヱ
神
田
乳
の
針
治
租

富
者
盲
し
て
は
、
徒
衆
と
韓
も

多
大
の
輝
か
を
持
ち
魔
鏡
の
責

塊
に
嶋
力
し
ホ
つ
た
の
で
あ
る

肺
、
窮
乏
せ
車
囲
試
地
力
財
政

の
制
約
を
受
け
臓
係
地
方
住
民

の
切
贅
な
各
襲
来
と
期
待
ｋ
泊

．
叶
絆
ガ
か
づ
た
の
は
耕
み
て
遺

憾
の
盛
砂
で
あ
あ
。
依
る
咋
事

態
の
脆
捗
は
愈
々
切
迫
を
細
め

計
に
遮
り
た
の
で
八
．
蝕
に
鏡
替

対
僚
地
謡
ｔ
綺
成
し
此
の
白
虫

的
檎
紬
に
上
っ
て
問
題
の
究
卵

と
鬼
カ
年
も
対
慮
策
の
賞
味
禽

侃
漁
致
し
七
㌢
∵
∵

鉄
蹄
は
鎖
積
東
砂
．
剰
姓
と
確
保

し
其
の
も
鱒
の
監
責
な
皐
破
鐘

を
助
成
す
る
虞
薗
市
町
村
的
多

披
き
位
員
の
立
場
わ
櫓
表
し

血
清
の
袈
寛
と
虞
農
の
接
鶉
と

泉
州
す
る
日
蝕
秒
下
虹
鱒
に
大

乗
的
見
地
に
立
ち
中
正
公
共
の

虫
濃
と
惑
挿
じ
政
府
曾
局
畿
忙

陶
係
隋
檎
臓
の
脇
功
の
下
、
強

力
果
敢
鴫
使
命
の
鶴
成
吋
導
漁

の
で
あ
る
、

中
山
月
苛

「
筑
豊
≡
市
四
郡

闘
係
市
町
村
．

大
員
町
長
は
こ
の
こ
と
に
旛
し

年
疎
に
あ
た
ｙ
公
約
し
た
下

二
校
の
後
篇
も
破
格
の
補
修

も
両
川
の
改
修
も
傘
部
膿
業

餅
の
協
力
甘
く
し
て
捻
出
凍

な
い
が
こ
の
法
案
が
鴻
池
す

二
▼
れ
ば
町
と
し
て
も
蹟
畿
新
宅

し
て
も
井
に
大
い
に
た
す
か

．
誅
の
だ
か
ら
方
鞠
を
排
し
て

ｌ
貴
瑞
と
期
す
る
と
鋳
り
た

振わぬ寒河募金

な
し
昨
年

せ
も
共
闘

が
沖
骨
に

で
あ
る
の

暦
鳥
カ
と

も
よ
▲
フ
．
由
・

＃
会
の
中

国
つ
て
い

に
・
鎗
年
の

忙
と

世
欄
虫
．
雷
同
宛
竃

家
族
】
人
普
選
頗
宛
五

月
、
0
位
砕
く
1
．
．

・
宛
．
二
八
〇
人

焚
付
し
だ
都
を
確
蝕
し
た

典
問
募
金
成
績
下
毅
の

て
＊
蕎
吼
方
の
神
位ｌ
Ｋ
虚

も
た
い
と
食
に
七
い
奮

敗
概
観
凡
て
の
薗
咋
嬬
人

活
鴫
鍬
持
て
か
ｔ
ナ
ｂ
・

金
町
で
も
穐
て
の
碑
で

今
少
し
糠
人
の
活
尊
が
・
の

顎
古
賀
部
落
で
は
露
申
正
員
に
．
だ
′
ヽ
水
場
町
で
は

日
割
恕
許
い
　
1
丸
豊
は
昔
錘
い
。
ほ
ど
け

鵬
鮮
酎
鋸
齢
新
柄
掛
軌
に
射
¶
匝
欄
傭
匝
牒
憤
欄

・
　
い
し
陸
し
け
ん
Ｔ
，

鬼
婆
監
芸
「
有
精
停
車

蠣
」
内
　
臓
　
吾
「
ね
㌃
＿

農
村
趨
塵
．
富
虚
鬱
柏
が

参
輪
島
義
員
補
欠
濃
秘
儀
愈

々
由
る
十
七
．
目
ｌ
Ｃ
．
宥
は
れ
を
が

一
名
の
補
欠
に
襲
名
申
鏡
握
如

我
＝
そ
「
牒
よ
う
げ
ん
の
脆
」
い

な
い
と
め
ん
と
五
わ
巳
に
入
，

み
だ
れ
て
激
職
中
で
あ
る

錮
民
ｌ
人
ｌ
人
の
】
鱒
が
鱒
の

明
暗
牽
革
筍
ナ
鱒

か
語
霜
噌
欝
棚
瑚
鋸
…

素
鱒
防
止
ｋ
．
漣
打
で
　
ｉ
ｅ

近
く
慮
単
著
瑠
葬
儀
曾
か
ら

薗
秘
抄
大
鶴
夢
が
馳
ぼ
ら
れ
る

の
で
自
分
珍
技
真
併
ノ
を
竃
も
調

え
ず
山
人
の
と
ら
ず
投
辣
し
て

賞
い
た
い

投
集
肝
は
・
．

鱒
一
枚
華
甲
∴
∵
㌧
∴

下
こ
小
鴨
綾

曽
表
暑
・
後
二
事
．
曽

、
鱒
二
投
痍
餅

・
鱒
一
商
柊
溌
繚
乱
軋
肝
∵

．
讐
輝
者
．
舶
譲
〓
璃
夫

．
龍
三
投
票
併
∴

・
堵
束
小
嬰
校
∵

管
鐸
攣
・
雄
∵
敏
キ
・
・

∴
鮮
蹄
披
痢
朗
．

∵
日
淡
鱒
〓
勢
触
久
’
プ

、
瞥
珠
膚
・
・
中
間
膚
敬

．
鱒
五
穀
車
虎

・
∵
捧
呈
高
地
集
曾
場
「

′

．
1
　
管
議
書
′
林
∴
伊
佐
第
．

で
鹸
繍
章
華
】
片
十
日
親
水
で

衆
の
握
凱
ヤ
ぁ
年
上
∴

日
本
典
鮭
㌔
酢
蛸
重
り

溝
恥
骨
競
肇
∵

無
一
針
が
．
松
ｌ
可
望
㌢

（
、
－
Ｆ
ｒ
子

て
了
㍉
－
誉
－
－

確
定
申
告
書
の

・
㌧
提
出
期
日
迫
る

て
職
定
申
草
書
を
総
出
も
亨

け
れ
ば
な
ら
な
い
着
∴
1

噸
柳
二
十
四
年
中
の
界
待
命
掛

が
、
同
属
親
譲
の
分
も
合
せ
て

一
方
五
ヰ
蘭
を
贈
え
る
肴
㍉

昌
、
ふ
適
中
蟄
亨
孟
苗
し
な

く
絹
ｌ
よ
い
義
一

炎
に
細
げ
る
肴
は
－
賞
五
千
加

勢
絶
え
る
肝
相
好
あ
ウ
て
も
機

先
申
空
雷
嵐
ナ
襲
罫
が
な
い

重
し
1
爽
柁
管
す
る
肴
で
1

胎
典
朗
樽
や
鎗
職
餅
欄
以
外
の

厨
得
が
三
千
加
以
上
あ
る
せ
竃

は
傘
朗
報
と
合
算
し
て
中
骨
し

な
け
れ
虻
な
ら
な
い

∴
細
　
線
鼻
餅
柵
（
蝉
鮮
∵
給

．

．

′

．

∵

．

Ｆ

．

．

．

．

∴

．

∵

．

．

至

　

．

科
賀
℡
1
．
睾
璽

ー
カ
所
だ
け
ｈ

て
い
セ
キ
の
昭
棚
こ

の
扶
入
会
餌
が
こ
⊥
上
関

下
の
舞
㍉

脚
線
典
所
得
き
ず

上
か
ら
東
彿
篭
受
け
て
い

そ
の
昭
和
〓
十
四
年
中
の

金
額
か
八
方
爛
以
下
の
き

∴
仰
．
欄
膚
親
族
の
う
ち

美
好
符
肴
が
二
人
以
上
も

モ
む
こ
人
以
上

昭
和
二
十
個
郎
中
の
散
人

の
合
計
額
が
八
方
㈲
以
下

㈹
　
吼
柳
〓
十
四
車
中

枚
入
金
鱒
と
組
職

三
、
．
．
鶴
出
期
日
は
一
月
三
十
一

計
姑
療
賞
虎
隷
書
忙
摩
く
ヤ
ヶ

鵜
川
す
れ
ば
・
よ
小
。
∴
ご
▼
　
㌧
．
，

脾
細
は
毅
級
職
務
僻
欠
は
参
群

ｋ
問
合
せ
下
さ
り
∴
㍉
吉

．ｒ・▼ル〝ビシ

ＰヤプＪ ｔ鱒た

おとそ多と

静に柑づた

「レナタ」がぬ

けず「．ｙサツ」
を切りたとか

見合瞭せたと
．か、獣でもう

，るさいと．と∴

る
鰭
で
あ
る
・
然
し
俄
が
韻
の
Ｈ

裏
町
鶴
そ
の
森
に
ｉ
露
骨
に
謀

は
し
て
あ
あ
斯
け
な
い
惑
鼻
と

へ
て
も
ら
っ
た
り
し
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
の
で
あ
る

欄
止
の
膜
の
意
義
ｌ
は
鱗
に
表
蘭

ｋ
諷
は
れ
た
、
美
し
き
や
、
鎗

＿

ｔ

ｔ

＿

＿

＿

ｌ

＿

．

ｔ

ｌ

＿

．

1

＿

＿

ｌ

＿

．

1

＿

＿

ｌ

＿

＿

1

．

1

．

．

．

1

ｉ

Ｉ

1
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